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三

衆

議

院

議

長

伊

吹

文

明

殿

衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
「
建
屋
の
止
水
」
と
「
凍
土
壁
の
解
凍
」
「
対
策
の
見
直
し
」
の
相
関
性
等
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
「
建
屋
の
止
水
」
と
「
凍
土
壁
の
解
凍
」
「
対
策
の
見
直
し
」
の
相
関
性
等
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

東
京
電
力
株
式
会
社
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
汚
染
水
へ
の
対
応
に
関
し
、
原
子
炉
建
屋
等
の
隙

間
等
を
塞
ぐ
こ
と
（
以
下
「
建
屋
の
止
水
」
と
い
う
。
）
及
び
凍
土
方
式
の
陸
側
遮
水
壁
（
以
下
「
凍
土
壁
」
と
い
う
。
）

以
外
の
対
策
と
し
て
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
廃
炉
対
策
推
進
会
議
（
当
時
）
の
下
に
設
置
さ
れ
た
汚
染
水

処
理
対
策
委
員
会
に
お
け
る
検
討
等
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
六
年
五
月
に
開
始
し
た
原
子
炉
建
屋
等
の
山
側
に
お
け
る
地
下

水
の
く
み
上
げ
及
び
放
出
、
平
成
二
十
六
年
度
中
の
概
成
を
目
指
し
て
い
る
発
電
所
の
敷
地
内
の
舗
装
等
、
重
層
的
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
原
子
炉
建
屋
等
へ
の
地
下
水
の
流
入
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
建
屋
の

止
水
の
完
了
を
待
た
ず
に
凍
土
壁
を
解
凍
す
る
可
能
性
は
否
定
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
御
指
摘
の
対
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

凍
土
壁
の
効
果
が
現
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
の
�
及
び
�
並
び
に
二
に
つ
い
て

原
子
炉
建
屋
等
の
内
部
の
状
況
（
以
下
「
内
部
状
況
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
正
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、

一



内
部
状
況
の
把
握
を
目
的
と
し
て
、
例
え
ば
、
経
済
産
業
省
の
補
助
事
業
に
よ
り
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
、
順
次
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
ド
ラ
イ
ア
ッ
プ
」
と
建
屋
の
止
水
に
係
る
具
体
的
な
手
順
、
順
序
及
び
凍
土
壁

の
解
凍
時
期
に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
建
屋
の
止
水
に
つ
い
て
は
、
技
術
的
に
非
常
に
難
易
度
が
高
い
こ
と
等
を

踏
ま
え
、
所
要
期
間
に
つ
い
て
七
年
程
度
を
目
安
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
現
在
、
可
能
な
も
の
か
ら
対
応
を
行
っ
て
お
り
、

例
え
ば
、
経
済
産
業
省
の
補
助
事
業
に
よ
り
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
遠
隔
作
業
に
係
る
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

二


